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【背景・目的・成果】
牛は第一胃で飼料を発酵し、主なエネルギーを獲得しています。乳牛は高泌乳化に伴い多量の

濃厚飼料を給与する必要から、過剰な発酵により第一胃液ｐＨが酸性化する“ルーメンアシドーシ
ス”が飼養管理上の問題となっています。これまで、胃液を採取して、第一胃液ｐＨを把握していまし
たが、最近、牛に口から飲み込ませ第一胃内に留置したセンサーで測定したｐＨを無線によって送
受信し、記録できるシステム（ルーメンｐHセンサー：岩手大学と山形東亜DKK社の共同開発）が開
発され、第一胃液を採取することなくｐＨの長期連続測定が可能となり、飼養管理に役立つことを明
らかにしました。

【技術の活用】
酪農場での実用化に向けて、給与飼料や給与方法の違いによる第一胃液ｐH変動への影響を

検討し、飼養管理をモニタリングするための指標値を作成します。
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図１．分娩前後における第一胃液ｐHの推移
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図２．分娩後1週における第一胃液ｐHの日内変動
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ルーメンｐHセンサーを用いて、給与飼料の内容と量が大きく変わる
分娩前後の牛の第一胃液ｐＨ変動を観察しました。長期の変動を
みると分娩後に濃厚飼料の給与量が増えることで、第一胃液ｐＨは
低下し、変動幅が大きくなると同時に、ルーメンアシドーシスの許容
下限値を一時的に下回っていることが分かりました。

１日の変動をみると飼料給与後に発酵による低下と反芻
による上昇を繰り返しながら、飼料の発酵がおさまる深
夜以降は高い値で推移しました。


